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本研究の目的は、吉代インドの仏教僧たちが実際立どのような食事を摂取し、どのような薬

を服用していたのかを知るために、律文献に登場する関連用語を現代の植物名や動物名と同定

し、食物名とその科学的成分、医学的効用を特定することにある。特にこれまで同定されてい

ない「パーり律大品第六薬程度J に登場する「樹脂の薬 (jatubhesajja) J について調査する。
CD 

これは、比丘が一生の問、持ち運ぶことが許可されており、正午以降も服用することが許可さ
て②

れている薬の一種である。

食事は、比丘生活の基本であり、食事の方法や規乏などについてはこれまでも研究されてき
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たが、食事の内容そのものについてはほとんど検討されていない。これまでの律文献研究の代

表的な出版物としては、酉本 [1955J、佐藤 [1963J、平JI![1993-1ヲ95J[1999-2000J [2000J、

佐々木 [1999Jをどがある。これらによって律文献の構成や内容は明らかにされてきたが、食

生活については詳かにされていない。先行研究としては、 Zysk[1991J、中村 [1開7Jが挙げ

られる。しかし、「嵩指の薬」については、確かな同定がなされているとはいえない。したが

って、近年の律研究の進展を潜まえて、律蔵やその注釈書を調査し、「樹指の薬」とは何であ

るかを検証していく作業が求められる。

0.2.同定方法

比丘の食事に関する在効な二次資料はほとんどない。特にパ-1)語で示された植物や動物の

名前を専門に扱った植物辞典や動物辞典は皆無である。そこで、パーリ語から対応するサンス

クワット語表現を推測し、日官、『ハーフ守医学Jh IrB吉と季節J、fスシュノレタム『植物辞典ム

「植物古漢名5 などを黒いて、同定を行なっていしまた、 Vinと詰所属部派は異なるが「四

分律ふ F五分律ム F摩言耳{曽誠律』、 f十語律」、 f説一切有部律薬事』の薬事に、多少の異同はあ

るものの同種の記事が見られる。その漢訳語を参照して、現代日本語名を想定し、さらに英語

名、学名、効能、使用方法などを探る。また、 VinのAtthakath亘である SamantaP言sadik亘

や、 Vinの Tikaであり、 SpのAtthakathaで為る Saratthadipani-tik亘も、 Vinとは時代が
③ 

異なり、作者も現在のところ未詳であるが、参照することとする。

第 1章生護持ち運び、使用が出来る薬(尽形寿薬〉

l.1. rパ-1)葬J の中での薬程度の位置

Vinは、おおまかに言って「経分別 (sutta-vibhanga)J と「程度 (khandaka)J、r1寸随」の

3部か今成るが、そのうち経分別は約250の戒の条文とその因縁誇で構成されている。これ辻、

比丘橿入の守るべき規則で、言nを汗う罪が規定されている。重罪の場合には弘教教団を追放さ

れ、軽罪では心の中で反省することが求められる。一方、韓度部には、誇いの治め方、持ち物

のあワ方、雨安居のすごし方、病気の直し方など教団の運営方法が記されている。このふたつ

の部分の成立について辻、様々な捉え方がある。漢訳や Spでは、経分別が先に、韓度が後に
@ @ 

示される。また、韓度の成立についても様々な見解がある。

そもそも律文献には、パ-1)語やサンスクリット語で残されたインド原典、後者のチベヅト

語訳、漢訳などがあり、特に漢訳は複数存在する。これら律文献の成立年代についても異説が

あF、律文献批だまだ研究の余地があると言わねばならない。
Vinの中で、食事に関する記述は頻出する。食事作法に関する規定や薬種度だけでなく、国
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縁語の多くに比丘たちが食事に招かれる場面がある。しかし、食事に関する記述がまとまって

示されるの辻、やはり薬鍵度である。 Vinの薬縫度辻、捷度部の前半を占める「大品j 中の第

G番Eの章である。そのため、「大品第六健度」と呼ばれることもある。薬寵度には、経分別

中の因縁語と酷恕した国縁請も含まれるが、全く異なる因縁語も数多く含まれる。また、比丘

の肉食についての規定は、薬捷度にのみ毘縁語と共に示されている。他にも、病気の治療方法、

蕩の手当ての方法、毒が体内に入ったときの対処法など、薬犠度には薬や食事に関して多岐に

わたる因縁語が含まれている。

薬強度の理解のために注釈書である Spを使用する時に辻、注意が必要である。 Spでは経

分別かち JI聞に解説されるが、注釈は基本的に先に一度注釈した事柄に関して後にもう一度注釈

することはないので、後半に位置する薬捷度の Spの量は少ない。そのため、薬捷度に記載さ

れた事柄と同じ事柄が経分別や他の寵度で先に述べられているかどうか、調べなくてiまならな

い。これは、 Sp-tを使用する際も同様である。

l.2. rパー IJ津」に見られる食慢の分類

比丘の食事に関する主な規定には、以下のようなものがある。①食事は正午までに摂取しな
⑦ 奇

ければならない。②布施されたものを食べなければ会らない。③一晩持ち越した食事を食べて
⑤ 窃

はならないo@費沢な食事を求めて布施させてはならない。⑤「満是したj と産を立てば、そ
む

の日は午前中であっても再び食事を始めてはならない。

比丘の食事の規定は、 Vinの経分担の蔀分にある。 pacittiya(波逸堤)16ヶ条、 nissaggiya
9 

(捨堕法) 1ヶ条、 sekhiyadhamma (学法)30ヶ条である。この食事に関する47ヶ条に沼迂射
⑬ 

った形で食事の分類ができる。比丘が口に入れるものは、大別して薬と金事である。さらにそ

れらは、午前中にだけ食べてよいもの、午後も食べられるもの、薬としてなら保存できるもの

などと分類可能で、ある。これらをさらに米、魚、ニンジンというように特定できる。しかし、

Vin薬鍵実に見られる食事を一元的に捉えることは国難である。根菜は薬品であつながら食品

でもある。飲料は、野菜や果物のジュースのみが認められるため、牛乳を含む乳製品は飲料で

lまない。特に食品でも薬品でもありうるものは、比丘がどのよう ζそれを保持し、烹耳元するか

ということにより区別される。それが食品であれば、午前中に摂取し終わらなければならず、

薬品なら何時でも必要なときに使用できる。

以下の図で、「食留」から下位分類を派生させたのは、インドで食事というものを考える際、
G 

常に食事は体を健康に保つ薬という考え方があるかおである。アーユルヴェー夕、ζ代表される

インド医学では、病気の治療法がない訳ではないが、病気にかかった体を治療することより、

体を需に鍵壊に保つことのほうが重要視される。そのため予防医学が重視され、普段の生活、
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つまり、季節に合った過ごし方を主に心がけることを第ーとする。だから、重師が指示した病

気を治すための食べ物という意味を持つ「食鎮J という言葉を「比丘が口に入れていたもの全

殻」という意味を込めて使用する。

「ボージャニヤJ (bhoj aniya)、「カー夕、ニヤ」位協daniya)については、適切な百本語が見

つからないため、原語表現にした。二語のあらわす内容辻、日々の食事であり、比丘に誤って

言うなら、午前中に食べる食品の総称のようなものである。主食、主菜、副菜、菓子、果物な

どが含まれる。

その他の病気に応じた薬

1.3.薬捷度の中での尽形寿薬の位董

ヴFアータの病気

腹需の一種

その也、多数

飯、弼、むぎこがし、魚、 i蒋

乳製品などを合まない飲料

本研究で、問題にしようとする「樹指の薬」は、「パーリ葬」の薬嬢度の中に記されており、

その中で、生涯持ち運び、使用が出来る薬〈尽形寿薬)の因縁需が並んで、いる部分に言及される c

「尽形寿薬j に分類されているものは、葉や根、塩など乾d燥させて持ち運べば傷まず、現代で言

えば法要期限のかをつ長いスパイスが多い。 6種類に分類され、まず「根の薬J (mi1la bhesaj綱

ja)から因縁語が始まる。次に、「渋い薬J (kasava bhesajja)、「葉の薬J (p詩碑 bhesajja)、

「果実の薬J (phala bhesajja)、「樹脂の薬J (jatu bhesajja)、「塩の薬J OOl]-a bhesajja) と続く。

これら尽形寿薬の因縁語は、ほほ同じ形式で同じ由来が説かれる。ただし、「根の薬j の因縁
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語にのみ最後に薬を粉にするために石臼の使用を許可する場面が付加されている。五臼の許可

;土、他の1手形寿薬の因縁語では語られず、「根の薬j の部分でのみ言及されるが、「葉の薬」な

ど粉末にして内最するものにも使用できたと考えられる。

1.4.因縁語の解説

「樹賭の薬」は、生涯持ち運び愛用が出来る薬(尽形寿薬〉の中で 5番目に語られるので因

縁需が省略されている。そのため、根の薬の因縁曹を用いて因縁請の解説をしたい。

tena kho pana samayena gilan亘narpbhikkhunarp mulehi bhesajjehi attho hoti. 

Bhagavato etam attharp 亘rocesurp. anuj吾nami bhikkhave millani bhesajjani 

haliddim si主giverarp vacarp vacattharp ativisarp katukarohinim usirarp 

bhaddamuttakarp yani va pan' a五nanipi atthi millani bhesajjani， n' eva khadaniye 

khadaniyattha11l pharanti， na bhojaniye bhojaniyattha11l pharanti， tani patiggahetva 

y亘vaj三va11lpariharitu11l， sati paccaye paribhunjitu11l. asati paccaye paribhunjantassa 

apatti dukkatassa 'ti. (Vinl， pp.200-201) 

ある時、病気の比丘たちに、根の薬は効果があった。tIt尊にこれの効果を申し上げた。

「比丘たちよ、幸良の薬 (mUlabhesajja) [つまり]ウコン (haliddi)、ショウガ (si主givera)、

ショウブ (vaca)、ヴアッチャッタ (vacattha)、ハナキンポウゲ (ativisa)、コオウレン

(katukarohini)、ベチパ-(usira)、カヤ、'/1)グサの一種 (bhaddamuttaka)、これら、或

いはまた、これら以外のカーダニヤを[食べようとする]ときにカーダニヤとして役に立

たなく、ボージャニヤを[食べようとする]ときにボージャニヤとしても役に立たないよ

うな根の薬、これらを受け取って、生きている間持ち運ぶこと、[摂取するべき]理由の

あるときに食べることを許可する。理由がないときに食べると悪作の罪になる。」と。

まず、「病気 (gilana)の比豆たち」という表現が問題である。先行研究を見る渡り単に「病

気」と訳されているが、因縁語に特定の病名が言及されない。薬寵夏において、尽形寿薬や、
@ 

七日薬としてのと 1)ンダヴァッチャの因縁語以外では、「秋時病J (saradika耐abadha)、rf本風

の苦しれで起こり痛みを伴う風邪J (vata司ab封切)のように必ず病名が書かれている。
@ @ 

gil亘naについて、パ-1)語辞典のあげる意味は「癌気j のみである。 Vinの英訣も『南伝』
@ 

もすべて「病気j とする。 gil互naは、サンスクリット語では glanaである。サンスクリット

語辞典によると、①wea肌 languid，仕edヲ fatigued，exhausted ②討ckitと「疲れ」や

「病気」という意味がみられる。一方、 Fスシユ/レタ三に辻、 glanaという病名辻無い。そのた
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め、 gil註naは、特定の病名で;まないと考えられる。 gilana辻、サンスクリット語から考える

と「疲労といった軽い症状を含んだ広範囲の意味を持つ病気」である。このように理解すれば、

比丘の疲労回復のために普段はすこし賛沢なギーなどが7日間だけ食べられることが認められ

たと想食される。また、尽形寿薬として挙げられるもの辻、迂ぽスパイスとして現在も知られ

ているものであり、西洋医学や科学的手法を用いた含有成分の特定の結果をかんがみても、疲

労回復に役立つ。ギーなどに含まれる脂肪は、体に熱を取っ更すために効果があり、スパイス

や塩は、ミネラノレ・各種ビタミンなどを含んで、おワ疲れた擦に摂取すると有効で、ある。

次に根の薬が病気のときに効果があったことと、その事実を世尊に申し上げたこととが述べ

られている。まず、根の薬が認知されていたかどうかという問題がある。『スシュルタ」や

ヂチャラカ』では r根の薬」という項吾、或いは、「長寿をという語で始まる章」の中で根が薬
@ 

として記されている。従って、根の薬を摂取すると病気が治るという経験は、一殻的に知られ

た民間医療の処方であったと推測できる。しかし、 Fスシュ/レタふ『チャラカム Vinが挙げる

根の薬i土、それぞれ内容が異なる。さらに、続く因縁語で、根の薬を許可するにあたっての注意

も世尊によって喚起されている。比丘の、午前中にしか食事が摂取できないというパーチティ

ヤの規定に触れないように、薬の使用が規定されている。

まず、「カーダニヤを[食べようとする]ときにカーダニヤとして役に立たなく、ボージャ

ニヤを[食べようとする]ときにボージャニヤとしても役に立たないような援の薬」というの

辻、カー夕、ニヤ・ポージャニヤを食べるときに役に立たない、つまり、午前中に詰ませる食事

の内容にならない根の薬である。 Vinが指示するよヒ豆の食物の保持の規定と塩の取り扱い方法
@ 

を合わせて考えると「役に立たない」という言葉に中に力一夕、ニヤ・ボージャニヤを食べると

きに味付けを変えるために使用しではならないという意味がある。

次i二「生きている間持ち運ぶことが出来る」という許可の内容から、葉の薬が「生涯持ち運

びf史用が出来る薬(尽形寿薬)J という分類に当て辻められている。また、ここで、いう「理由

のあるときに」とは、「疲労といった軽い症状を含んだ広範囲の意味を持つ病気にかかったと

きに」である。だから、「薬j として布施された壊の薬は、いつでも、どこでも、何時にでも、

生涯の問、疲労といった軽い症状を含んだ広範囲の意味を持つ病気のときには使用できる。

最後に「もし、理由がないときに根の薬を摂哀したならば、自らの心の中で反省し識博しな

ければならない」とこの因縁語辻、結めくくら札る。これが、根の薬にはじまる生謹持ち運び

使用が出来る薬(尽形寿薬〉に共通する因縁謹である。

第 2章樹指の薬

2.1.指脂の薬についての問題点
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「樹脂の薬j の同定にi主吾した研究に辻、中村 [1997Jがある。しかし、確実に同定された
告

のは、アギ (hirp.gu)だけであると筆者泣考える。中村 [1997Jの参考文献に挙げられない
@ 

IMPを用いて再検討する。また、 Zysk[1991Jによる指摘も「樹脂の薬j に限れ江田定が完

全でない。

2.2.樹脂の薬に関する「パ-1).律j の記事

U)rパーリ葎」薬捷度 (Vinl，pp.201-202) 

tena kho pana samayena gilananarp. bhikkhiinarp. jatiihi bhesajjehi attho hoti -la-

anujanami bhikkhave jatiini bhesajj豆nihirp.gu girpgujatu hi中gusipatika平 takarp

takapattirp. takapaI)-l)irp. sajjulasarp， y註niv孟pan'a自主主nipi atthi jatiini bhesajjani， 

n' eva khadaniye kh亘daniyattharppharanti -la-. 

その時、京比丘たちには、樹脂の薬 (jatubhesajja)は効果があった。…中略…「比丘

たちよ、樹脂の薬〔つまり〕ヒング (hil1lgu)、とングジャトゥ(hil1lgujatu)、ヒングシ

ノぐーティカ (hil1lgusipa tik a)、タカ (taka)、夕方ノfッティ(匂kapatti)、夕方ノマンニ

(taka palJ.l)i)、サッジュラサ (sajjulasa)、これら、或ぃ;ままた、これら以外のカーダニ

ヤを[食べようとする]ときにカーダニヤとして役に立たなく、[ボージャニヤを食べ

ようとするときにポージャニヤとしても役に立たないような]樹指の薬を…中略…許可

する。…中略…。

②『サマンタパーサーディコウ-，JJ (Sp5， p.1090， 1.8-9.) 

hinguhingujatu hingusip亘tik亙 hingujatiyoyeva， takatakapattitakapaI).l)iyo lakh亙-

jatiyo yeva. 

ヒング、ヒングジャトゥ、ヒングシノぐーティカと辻、ヒングのたぐいであり、夕方、タ

カノぐッティ一、夕方ノぐンニーと辻、ウルシのたぐいである。

③『サーラッタディーパニーティーフラ-，JJ

Vinのティーカー(p:k訟であ号、 Spの注釈 (atthakatha)である Sp司t~こ;土、薬韓度の

この「樹脂の薬j に該当する注釈がない。そのため、この段階での理解は不明である D

2.3.樹脂の薬の同定

同定は、 Vinに示されるパ-1)名からと、 Vin以外の情報に基づいて広範囲内想定から絞り

込んでいく 2つの方法で行なう。

2.3.1. Vinのパーリ名から同定の出来る二種
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まず、 Vinに示される語句から同定が出来る 2種類を示す。 hil1lguとsajjulasaは、パーり

からサンスクリットを特定し、サンスクりットで、書かれたアーユルヴェー夕、の資料に当たるこ

とで、同乏が可龍になる。

( 1 )ヒング (hirp_gu)ニアギ

ヒングは、パーザ名がhil1lguであり、この絞りと鍛たサンスクリットで樹木や草の名前と

知られるものに hI1)gu、或い誌 hinguがある。このサンスクワット名は、パーザ名と鼻音の交

換がある。サンスクリットとパーワを合むプラークワット間での音韻変化で辻、鼻音の交換が

よくみられる。パーりでは、鼻音の主、在、 n、n、mの五群が代わりに mで示されることが
a 
ある。そのため、パーりでhil1lguと示される言葉が、サンスクワットでhiI)gu或い辻、 hi主gu

と変化すると考えられる。この植物はこれまでの翻訳で辻、ヒングド南伝Jlp.357)、hi古gu

(Oldenberg [1882J p.47)、hi主gu(Horner. p.273) と訳されており、 Vinの手形寿薬の樟指の薬

に相当する部分の漢訳では、 F可貌 (f有部律」薬事 T24，p.1-b21)、興渠(1'十語律j T23， p.194-

a13) と漢訳されている。

俗説d轟轟撃事急搬ti織 ヒングのサンスクリット名かち、アーユルヴェーダの薬

用植物を調査すると学名を Ferula asafetida、英名

Asafoetida或いは、 Asafetidaという植物が浮かび上が

る。パンジャブ地方、カシュミー/レ地方、イラン、アフガ

ニスタンにおいて自生しており、1. 3~ 3メートルに或長

する。多年草であ号、 4-5年目の樹木の担を傷つけて樹

液を採取する。現在のアーユノレヴェーダで辻、鎮静剤とし

て使用され、香料としても根の乳液を使用する。 Vinでは、

皆賠の薬という分類になっているが、項在、中国の漢方薬

として、或い辻、アーユルヴェーダの薬として使用される

場合、援から取れる白い乳液を乾燥させてにのとき空気

に晒すと茶色に変色する)、匝形に固め保存し、それを薬と

して使用する。日本語で護持旨というと「ゃに」のことであ

り、訟路、境王白など、水に溶けずアルコーノレやエーテルに

溶ける成分を指すが、ヒングは根の乳誌を乾燥させたもの

であり、厳密には樹詣で誌なく樹液である。先行研究に当たる Zysk[1991Jでも、ヒングは

Asafetidaと英語名が記されている。

これらのことよ1)"hil1lgu は、 hII)-gu或い辻、 hinguと呼ばれる樹木であり、現代でもアー
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ユルヴェーダや漢方薬として使用されているセワ科アギで為ると同定できる。図は、 IMP.3

p.14から抜粋した。

次に Vinの樹脂の薬の列挙で辻最後に挙げられるが、パーリ名より同定できる sajjulasaを

示す。

( 2 )サッジュラサ (sajjulasa)=インドコノミ-}レ

サッジュラサほ、パー 1)名がsajjulasaであり、サンスクリットで毅りのよく似た植物に

sarjarasaがある。この綴ワの違いは、サンスク 1)ットとパーリの間の音韻論で説明できる。
曾

ノぐー 1)では、アクセントを吋けて発音する音箆の後ろの a'土、 uに変化する。また、連続する
窃

子音は、無力な音が有力な音に同イとされる。ここでは、 rより jが強いため、 jに引っ張られ

る形でりから JJへ変化する。さらに、 rとlは、相互に入れ替わることがある。京別として辻、
@ 

rは西方方言で、日立東方方言で有力とされる。そのため、サンスクリットからパ-1)への変

換では、 sarjarasa>*sarjurasa>ネsajjurasa>sajjulasaという変化が想定できる。このこと

より、ノぐーリの sajjulasaが、サンスクリットの sarjarasaであると考えられる。

ぬ附録制鞠

このサンスクワットでsarjarasaと呼ばれる植物は、

サンスクワットの別名に ajakarr:;ta、sarjaがある。サ

ッジュラサi立、これまでの翻訳で、サッヂュラサ

子高伝dJp.357)、saggulasa(Oldenberg [1882J p.47 

j主には、 Resin(松指〉と記されている)と訳されてお

り、 Vinの尽形寿薬の樟指の薬に相当する部分の漢訳

では、露関羅茶 u十語律dJT23， p.194-a13) と漢訳さ
れている。先行研究に当たる Zysk[1991Jで辻、 sa同

⑮ 

jjulasaは、「そのほかの樟詣」と誕えられており、樹

指一般をみなすものと考えられている。しかし、この

名前が指すものは、多くの樹指を指すものではない。

サッジュラサのサンスク 1)ット名から、アーユルヴェーダの薬用植物を調査すると学名を

Vateria Indica、英名 Indiancopal tree或いは、 Paneyvarnish tree、Whitedammarとい

う植物と確認できる。標高1200メートノレの西部の)11沿いiこ或育し、常総樹で20-30メートルに

成長する。灰色の分厚い樟皮をもち、しぽしば、クロやシロの斑点が浮かぶ。雨期の前に花が

咲き、ラワン材の梓料にもなる。「沙羅双樹」で有名なサラノキも同じフタバヌアキ科の植物で

ある。アジアには、数百種のフタパガキ科の植物が自生している。
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アーユルヴェーダでは、樹皮、密指、抽出オイルを使用する。樹皮は苦く、ヴァータやカパ

を整えるために集用される。樹脂も苦し腸のガスを出すため、漢の排出を促すため、;先j争弗!

として、強壮剤として龍用される。また、ヴァータを低下させる働きがあ号、慢性の気管支炎

や結核の患者に煙を吸わせて喉の調子を整える治療にも使用される。種子からの抱畠オイルは、

抗菌性で、護性の 1)ューマチや神経痛のマッサージに使用される c

これらのことより、 sajjulasaは、 sarjarasa或いは、 ajakar問、 sarjaと呼ばれる樹木であ

っ、アーユルウ〉ー夕食で使用され、アジアに多く生育するフタパガキ科インドコパーノレである

と国定できる。図は、 IMP.5p.350から抜粋した。

2.3.2. Vinのパー 1)名だけでは特定できない五種

同定の国重量なヒングジャトゥ、ヒングシノぐーティ力、夕方、タカノてッティ、夕方パンニとい

う語物は、完全に一致するサンスクワットも不明であり、管見の譲り Vinにおいて薬韓支の

弓封指の薬」の部分と、 Spの注釈の部分からは、詳しい情報を得られない。そのため、漢訳の

情報や現代の植物に関する情報、現代インドで使用される民間医療の清報、アーユルヴェー夕、

の情報から、パー 1)名にさかのぼる形で同定する。

まず、この一連のヒング、ヒングジャトゥ、ヒングシパーテイヌ?と、タ君、タカパッティ、
曾

タカパンニがそれぞれ同一植物の別部位なのか、それぞれ近親種であるのかの決定が必要であ

るc 先行研究では、同一植物の別部位とする解釈が優勢である。 Zysk[1991Jでは、「ヒング、
@ 

ヒングジャトゥ、ヒングシパーティカは、ともにヒングで三つの型に過ぎない」と理解されて
@ 

いる。また、「タ力、夕方パッティ、夕方パンニは、同じラック樹の樹脂の種類の差である」

と理解されている。中村 [1997Jでは、ヒングとタカのみ取ワ上げられている。『南イ云J (p. 

357， 1.7-9)では、「ヒング、ヒング樹脂、ヒングパーシティ力、タカ、夕方パッティー、タカ

バンニ -J と訳され、注記はな ¥'''0Oldenberg [1882J (pι7)では、 fhiIlgu(Ferula assa 

foetida)、hiIlgu樹括、 sipatika(多分、正確な緩号は、 sivatikaである〉、夕方、カパッティー、

タカノぐンニー(ブッ夕、ゴーサ注 (Sp)は、いずれもラックの種類と言うh、Horner.(p.273)では、

fhiIlgu (assa foetida)、hiIlguヤニ、 hiIlguガム (MonierWi1liams ，こよればvam泊予attriのこ

と)、 jJ、ム、ガムパッティー、 tfムパンニー(薬用ガムの種類)J と注記とともに訳されている。

この解釈のためにどの研究者も注目しているのが、 Spの注釈である。一連のヒング、及び、

タカの理解のために注釈のjatiyoという言葉の理解が大切である。これ辻、"janの女性名

語、 j亘社が、複数、主格に変化したものであり、「生まれ、種類、血統、たぐい」などを示す。

このjatiの言葉の理解が、「全く同じ種類」を指すのか、「近親種J を揺すのか議密でない。

これだけの情報では、特定が難しいため樹脂の薬と並んで記される抱の生涯持ち運び、龍用が出
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来る薬(尽形寿薬)と比べる必要がある。

樹脂の薬以外の生涯持ち運び、使用が出来る薬(王手形寿薬)には、「根の薬ム「渋い薬」、「葉

の薬」、「果実の薬」、「塩の薬j が為る。これらのなかで、同じ分類の中に同じ植物の到の蔀イ立

が示されることはない。たとえ誌、インドセンダン (nimba) は、渋い薬としても葉の薬とし

ても示されるが、別の分類に属している。毘じ薬の中に同じ植物辻、ない。さらに、夕力とタ

カパンニの関係で、考えると、もし、これが同じ植物の別部設であれ江、タカとタカの葉であり、

タカは樹脂の薬の分類であるが、タカの葉は葉の薬に分類されなければならない。上述の通り

JI震に考察を加えていくと、樹脂の薬で示されるヒング、ヒングジャトゥ、ヒングシパーティカ

と、タ y号、夕方パッティ、タカパンニは、それぞれ「近親種の剖の植物」を示していると考え

らhるB

( 3 )ヒングジャトゥ、ヒングシノてーティカ
母

先に同定したhirpguの訳語に辻「ウイキョウの種類」というものもある。『十語律dl (T23， 

p.194-a13)でも、興渠と漢訳される o hirpgu、つまり、前述のアギは、伝統的iこインド・中国

で頻繁に使用される薬であ号、タイ語、ヒンディ語、ベンガル語、パンジャブ語、マラティー

語、グジャラート語などでも毅ワに多少の変化はあるものの「ヒング」と呼ばれる。この点か

らも、 'hirpguJは、ウイキョウで誌なくアギである。しかし、ヒングをウイキョウと訳した

先学の成果は、ヒングジャトゥ、ヒングシパーティ力の同定作業を簡易にした。ウ千キョウの

種類は多く、ウイキョウとアギの香り辻酷恕しており、ヒングジャトゥ、ヒングシパーティカ

という植物がウイキョウの種類であること辻考えられる。また、ウイキョウとアギは共にセリ

科の植物である。

ここでは、ウイキョウという名前からヒングジャトゥ、ヒングシノてーティカを探る。

(3-A) ウイキョウ

ウイキョウ;土、学名を Foeniculumvulgare、英名を Fennel、和名をセリ手斗ウイキョウとい

う植物である。インドで現在も広く使期されており、特に果実は食後に噛んで日中の消臭など

に使用される。インド全土で栽培され、約l.8メートノレに成長するハーブで、ある。小さい黄色

の花をつけ、香りのよい薄縁色で小粒の果実になる。アーユルヴェーダでは、主に果実を使用

するが、香料として根の乳液も使用する。果実は、ピッタやウゃアータの増大を抑えるi動きがる

号、重症のアルコール中毒やせき、気管支炎、貧血、眼病、ほてり、消化不良、夜泣き、曜吐、

発熱、皮膚痛など多くの症状がある場合に使用される。中国でも菌香と呼ばれ、漢方薬として

乾燥させて使用される。サンスク 1) ット名は、 ml~fey吾、或いは、 madhurik亘である。図は、
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IMP.3 p.51から抜粋した。

草野純瀦t鞠融関概鶏持締
ウイキョウのサンスクリット名は、どの吾韻論を用いても

ノマ-1)名でヒングジャトゥに変換することは出来ない。しか

し、現在のアーユルヴェー夕、の治療で根の乳液を使用するた

め、アギの使用方法と同じである。アギとは、科名も同じで

あり、アーユルヴ、ヱー夕、の使用方法も同様でるるため、この

ウイキョウがヒングジャトゥである可能性が高い。アギの項

でもすでに述べたが、ジャトゥは樹脂と訳されることが多い。

しかし、アギもウイキョウも手L液;しかま由出できないo t追って、

ノてーリ名に含まれるジャトゥは、樹液と解釈する。ヒングジ

ャトゥは、 Spによると「ヒング(アギ)の近親種j であ号、

ノて-1)名から推測するに樹箱、或いは、樹液を抽出できる植物であっ、先行研究によればウイ

キョウの種類である。この条拝に当てはまり、インドで生育できる植物は、セ 1)科ウイキョウ

である。ただし、サンスクリット名は、ノず-1)名と一致しない。

(3 -B) ダイウイキョウ

ウイキョウという名前で中国において理解されてきた植物には、ウイキョウの他にダイウイ

キョウがある。これは、和名でシキミ手斗トウシキミ、或いは、夕、イウイキョウ、ハッ力クと呼

ばれるもので、中国名は八角大苗、或いは、八角苗香、八角珠などと呼ばれる。これは、アギ、

ウイキョウと異なり、セリ科ではない。しかし、中国では同じ種類の植物として理解されよく

訟た名前がつけられている。また、香ワはウイキョウと非常に近い。

ダイウイキョウは、学名を Illiciumverm、英名を Staranise of China、サンスクワット名

をtakkolakaという。このサンスクリット名は、ヒングと辻つながらないが、連続して示さ

れる takaとは音が慌ている。サンスクリット名を分解すると tak-kolakaであ号、「タクとい
母

う香料」である。 tak>takaは、パーりの単語の語末は母音または鼻音で終わるという音韻規

尉に基づいて、語末に aが付加されたと説明できる。サンスクリット名の後半部分の kolaka

辻、中性名詞で「香料」を表す言葉なので固有名詞に含まないと理解すれ誌、パー 1)名では抜

け落ちたと考えられる。しかし、ダイウイキョウは、樹脂を分泌しないためラックの種類では

ない。一連の夕方は、 Spで短khaに言い換えられており、ヒングとは異なる点でドある。一連

の夕方は、ヒング(アギ)とは異な号、乳液でiまなく「樹指」を分泌する種類の樹木である。

夕、イウイキョウのサンスクリット名と takaというノてーリ名は同じであると推調できるがその

抱の状況が一致しない。一連のとングは、ヒング(アギ〉の近親種であり、ヒング(アギ)辻
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樹脂を分誌、しない。ダイウイキョウは、サンスク 1)ット名とパ-1)名がつながるが、樹脂を分

泌しない。また、夕、イウイキョウは中国にしか生育せず、古ftインドでも輸入に頼っていたと

すれば、香りも似ているため名前の混同があったとも考えられる。図辻、 IMP.3p.207から抜

粋した。

機ぬ騨諸都翻唱麟

ダイウイキョウは、中国原産の植物で、 8~15メート

ノレに成長する常総樹で、赤い花をつけ、星空の実をつけ

る。アーユルヴェー夕、で果実は、甘く芳香を持ち、腸の

ガスを出したり、消化を助けたり、胃によかったり、茨

の排出を促す働きを持ち、防臭効果があるという。その

ため、消化不良や、鼓腸、腸関塞、赤療、せき、時怠、

1)ューマチ、顔面麻療などの治療に使われる。

以上のことょっ、ダイウイキョウは、名前辻夕方に通

じるが、香つや種類、他のヒングとの葦ね合いより、ヒ

ングシパーティヌ?の可能性が一番高い。夕方である可能

性は、イまい。

次に検討するのは、タ力、タカパッティ、夕方パンニである。これらは、 Spで、ラック

〈ウルシ)の種類であると言い換えられておっ、樹詣が抽出できる種類の謝木である。

( 4 )タカ、タカノぐッティ、タカノてンニ

ノミー 1)名の夕方、夕方パッティ、夕方パンニから想定できるサンスクワット名の樹木は、見

つからない。そのため、 Spに言い換えられている lakhaから、植物の毘走を試みる。

( 4-A) ラーカー

ノぐー 1)名を短khaといい、サンスクリット名を語ksaという荘?木は同じである。サンスク
8 

1)ットからパーりに変化する際、連続する子音が司ks-の場合、 -cch-あるいは胃kkhーになる。さ
a 

らに、 laksaの場合、国ks聞が-kkh割になると、その後ろに長母音がある関係で羽oraの法郎によ

って、 kがひとつ抜ける。つまり、 1孟ks孟>*lakkha > lakh亘が想定できる。この laks訂土、

話ksιvrksa、或い辻、 mukulaka、raktamraとも呼ばれ、学名を Schleicheraoleosa、英名

をLac廿ee、或いは、 Ceylonoak、Macassar-oiltree、和名をムクロジ科セイロンオークと

いう。図は、 IMP.5p.85から抜粋した。

セイロンオークは、半常縁樹でインドの標高900メートル以下の落葉樹林のいたるところに

自生している。高さは、 15~32メートルほどに成長し、茶色の樹皮で、花は小さい。アーユル
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多量hf議繍重量繍著書i締繍
ウ令エー夕、では、樹皮と抽出油を使用す

@ 

る。カイガラムシの一種が樹皮に付き、

分泌液を出したものから生じる粘着性

の物賓とともに樹皮をはがし、それを

アーユルヴェーダで袈用する。近親謹

の植物にもヌライガラムシが生息し、同

じ薬効でf吏用される。また、赤い染料

としても使用される。皮膚がヒ 1)ヒリ

するとき、かゆみ、にきび、おできな

どの皮害病、火傷などのときに使用さ

れ、整髪科としても襲用される。また、

ヴァータの調子を抵下させる。セイロ

ンオークは、現在、インドや東南アジアでカイガラムシと共立栽培されており、セイロンオー

ク以外にも多くのオークがカイガラムシと共に栽培されている。タカ、タカパッティー、タカ

バンニーがこれらのオークの種類で為ること辻、間違いない。ただ、カイガラムシの生息する

オークは多種にわたり、どの植物が夕方、夕方パッティー、夕方パンニーなのか正確な把握は

現段階では不可能である。

おわりに

Vinのパ-1)名から同定の出来るものと出来ないものがあった。同定の薙実性は、パーリ名

から国定できたものが一番高いo hirpguとsajjulasaは、現時点での一番確実な同定といえる。

その他の植物に関しては、パ-1)名からではなく、外堀から同定を行なったが資料が揃ってい

たこともあり、信頼性は高いと考える。しかし、 Vinそのものの地域や時代が確定できていな

いため、やはり多少の疑惑辻残る。また、漢訳の中には、どれがどの植物の音訳かも不明なも

のが多く解消すれば国定の確実性が上がる。特にタ力関保辻、アジアに自生種も多く、インド

にも多くの種類が自生、栽培されており司乏が難しかった。植物の薬は、アーユノレウ守エーダで

現在も使用されているため、 Vinの薬草が現在何iこ当たるのかを調査すれば、比丘が実擦に何

を服用していたかということと直結している。

本研究では、 Vinの薬韓度にみられる樹脂の薬の詞乏を行なった。今後の課題は、植物が実

捺、現在のインドでどのように援用引1利用されているかを調査することで、さらに古代イン

ドで比丘がどのような生活を送っていたかということを現実の生活として捉えることである。
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衣、上衣、下衣の3種の衣と、托鉢で歩き回るときに布施を受け取る鉢のみである。しかし、生
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告 翼訳の律文献には、「広律」と呼;まれる経分]ti・嬢度・雑事のそろったもの (11十言語葬ム F四分

律』、 F五分律」、 f摩言耳{管極律』、「根本説一切有部昆奈蔀J) と、経分別・棲度・雑事のそろってい

ないもの U'弥沙塞五五ま或本ム「十言語比丘波羅堤木叉戒本ふ『解脱戒経』など〉がある。ここでは、
広捧を対象とする。

⑤ Frauwal1ner [1956Jは、古程度部とも呼ぶべき大きな文献からだんだんと削られて現在見ら

れる韓度部が成立したと言う。それに対し、 Shayne[2004Jは、寵裏部はまず核のようなものが

あり、そこから増広されて現在見られる寵度部が成立したと批判している c 他にも{左藤 [1963J

がFr・auwallner[1956Jに批判的な見解を述べている。

⑤ これまでの大半の先行研究は、有部律が一番新ししその前に位の漢訳された得蔵があ号、ノf

-1)律が一番吉いとするのに対し、 Schopen[2000 Jの中では、有部律が一番古いと述べられて

いる。

(J) 7，度逸堤第37条「非時食戒JVin.4.85-86. ii高伝.J]2.135-137. 
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⑬ 
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することをいう。。律の規定に則った形で、食事の内容が示されるが、中には例外も為る。たとえば、肉食に慢して
言えば、たとえ三種の指向〈その動物を比丘に与えるために殺したということを見ず、開かず、

疑わない向のこと)でJうっても、クマ肉辻食べてはならない。また、乳製品を製造するためにク
マ乳を使用することも出来ない。しかし、ク?の指肪を薬として撮すことを許可する規定が存在

する。クマの脂坊を薬として内服用に使用することは、三種の;争肉と十種禁止肉のそれぞれの因
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⑬ ピ1)ンダヴァッチャの因縁語を要約すると以下のとおりである。

みるとき、ピワンダヴァッチャという比丘が、自ら洞窟の掃除をしていたので、ピンピサーラ

王が、「アーラーミ方j というサンガの手伝いをする人を与えようと申し出る。しかし、その

時点で、は、アーラーミカを置くこと辻、世尊によって許可されておらず、後日許可を与えら
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ラの王宮をピ 1)ン夕、rfアッチャが黄金に変之、その神通力に感激した支持者からギーなど 5

つの薬を貰う。その進物が、サンガ内であふれかえり、それを知った世尊が、この 5つの薬

辻7E間のみ蓄えてよしそれ辻病気 (gilana)の時に限るという競走を示される。

⑬ PTSD， p.251参原。

@ Rhys Davids， pp.44-持参照。

⑬ r南缶.n 3， pp.355-358参揮。

⑬ The Practical Sanskrit-English Dictionary by Y.S.Apte 1978 p.682. 

愈影出 [2000J参照。 ヂスシュ/レタ」では、ハマとシ (trikantaka)、テンジクナスゼ (vrihati)、

ニシキハリナスビ (kantakari)、オオパフジボグサ (pt:"ithakpan)i)、タマツナギ (vidariganod-

h司、ベノレノキ (bilva)、アオクサギ (agnimantha)、シイ科の一種(加工ltuk司、センダンキサ

サゲの一種 (p亘tala)、パベンソウ科の一種 (k話mari)が根の薬として挙げられる。 fチャラ方」

では、ハスティダンティ、ハイマヴァティ、シュヤーマ一、 トリヴ1)r-"アドーグダ一、サプタ

ラ一、シュヴェータナ-7一、プラトヤクシュレーニ一、ガrfアークシ一、ジョーティシュマテ

ィ一、ピンピ一、シャナフシュピ一、ヴィシャーニカ一、アジャガン夕、一、 ドラヴァンティー、

クシーすニーが挙げられる。

@ パーチティヤ38条(比丘は宵越しの食事を食べてはならない〉、十事の非誌のひとつ(塩を携帯

し便用する)、尽形寿薬の塩〈薬として塩を正午，CJ降も使用してよい)という 3つの規定から辻、

あくまで食事は午前中であ札布施されたものをそのまま食べ、薬として保持しているもの詰薬

としてのみ龍男が出来る。

@ 中村 [1997Jでは、アギ (hirpgu) と一連の夕方 (taka)が同定されている。しかし、ヒング

ジャトゥ (himguja tu)、ヒングシノfーティカ (hirpgusipa tika)、サッジュラサ (sajjulasa)には

言及されておらず、ー達のタカ {taka}は、 Spの解釈に提っている。この論文に挙げられてい

る辞典以外のアーユルヴェー夕、の植物辞典が幸運にも手元にあるので考察しなおしたい。

@ Asceticism and Rωliη'g in Ancient lndia: Medicine inせleBuddist monastery， 1991. pp. 
80-81.梶田昭訳 F古弐インドの苦行と壌LcU pp.120-121.で樹脂の薬について述べられている。

「病気の僧たちが、薬として謝踏を望んだ。ブッダが許したの辻、次の樹脂薬であった。ヒング、

ヒングジャトゥ、ヒングシノミーティカ。ブッダゴーサによれば、ヒング、ヒングジャトゥ、ヒン

グシノfーティカは、ともにヒングで、たんに 3つの型に退ぎない。タ力、タカパッティー、夕方

パンニーも許される。再び¥ブッダゴーサによれば、これらは同じラックないし樹脂の種類の差

である。抱の樹脂(サッジュラサ)も国技食ないし液状食でなければ用いてよい。これらは無期

限にたくわえることカf許される。ヴィナヤのほかの場所で、樹脂は樹指のマーサカという複合語

で出てくる。ブッタゃゴーサによると、ラックあるいは樹詣でつくったコインで、表面に特殊な最

が彫られている。また、 jatumatthaka，ま「比丘尼分別〈比丘足或)Jlで使われている言葉だが、

病人を除く憎尼にその使用を禁じた。窟脂は、煎薬とおなじく、食物というよワ i訪日工された薬

品のようだが、仏教徒は、これを食物の枠で理解していたのである。パーワおよび、サンスク 1)ッ

ト語のjatuが古典医学書に寵われた例はめったにない。出てくるのはスシュルタだけのようだ…
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略j ここでは、アーユルヴ、ェーダとも対照させてある。

@U'パーリ語文法.JIp.33⑦ 

@ Geiger [1916J 3 19，2 
⑧ Geiger [1916J 3 51 
@ Geiger [1916J 3 44-45、fパーリ語文法jJp.25， p.43 
@ Zysk [19号1Jp.80 
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@ 現在、謡物を分類する際に辻、界、円、綱、吾、科、属、種の)1固に分類されその植物が示され

る。 たとえ目、ロサアルパと呼ばれるパラであれ誌、植物界、被子植物円、双子葉植物綱、パラ

亜鋼、パラE、パラ科、パラ属、ロサアルパであ 1 ロサカニナと呼iまれるパラであれば、最後

の種の部去のみ変更され、植物罪、被子植物円、双子葉檀物綱、パラ重綱、パラ目、パラ科、パ

ラ属、ロサカニナとなる。近親種は、ほとんど河じ生態で同じ様な見たEを持つ。古代インドに

おいて、現在のように詳細な分類がされていたと辻、考えにくく、生態が似ていれば近親謹と考

えたであろう。植物学研究の進んだ現代でも、近親種と考えられていた植物が、実は全く異なっ

た種で、あったという報告がなされることがあるからである。

@ Zysk [1991J p.80 

@ Zysk [1991J p.80 

@ 水野弘元Il/-{_ 1)語辞典」増諾改訂 p.371

@ Geiger [1916J 3 66 
@ Geiger [1916J 3 56 
③ Geiger [1916J 3 5-8 
⑧ カメムシ呂カタカイガラムシ科、マルカ千ji7ムシ科などの昆虫。オスは一対の趨を持つがメ

スは無題で、体は蟻で覆われている。


